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▪ 

速
や
か
な
避
難
の
た
め
に

　

市
は
、災
害
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を

守
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
や
状
況
に

応
じ
て
避
難
を
呼
び
か
け
る
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。

　

台
風
の
接
近
な
ど
に
よ
る
災
害
の
危
険
性

が
高
ま
る
と
、市
で
は
気
象
状
況
や
河
川
の
水

位
、京
都
府
の
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
て
、避
難
情
報（
上
表
）を
発
表

し
、避
難
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、避
難
所
を

段
階
的
に
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ま

た
、避
難
情
報
が
発
表
さ
れ
る
前
で
あ
っ
て
も
、

台
風
に
よ
り
気
象
警
報
の
発
表
が
予
想
さ
れ
る

な
ど
、災
害
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
に
は
、自
主

的
な
避
難
の
た
め
に
、必
要
に
応
じ
て
市
内
5

か
所
の
自
主
避
難
所（
加
佐
公
民
館
・
西
支
所
・

中
総
合
会
館
・
南
公
民
館
・
大
浦
会
館
）を
日
中

の
明
る
い
時
間
か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
。避
難

所
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
近

隣
の
避
難
所
を
確
認
し
て
お
き
、命
を
守
る
た

め
の
準
備
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

 　

地
震
に
つ
い
て
は
、今
年
5
月
に
京
都
府
に

よ
り
地
震
の
被
害
想
定
が
見
直
さ
れ
、「
若
狭

湾
内
断
層
地
震
」の
想
定
で
は
市
内
の
最
大
震

度
7
が
示
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、津
波
に
つ
い
て

も
、最
大
ク
ラ
ス
の
も
の
で
は
、市
内
の
集
落
で

最
大
6
㍍
の
想
定
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
津
波
は
い
つ
発
生
す
る
か
予
想
で
き

ま
せ
ん
。発
生
し
た
時
に
備
え
、あ
ら
か
じ
め
耐

震
対
策
や
日
常
的
な
備
蓄
を
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。特
に
地
震
発
生
時
に
は
家
具
が
倒
れ

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、事
前
の
家
具
転

倒
防
止
や
飛
散
防
止
の
た
め
の
対
策
は
緊
急
的

な
避
難
以
上
の
命
を
守
る
行
動
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、沿
岸
部
で
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
場
合

に
は
、津
波
が
襲
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
津
波
避
難
場
所
や
、近
く
の
高
台
へ
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
か
ら
の
避
難
情
報
や
警
戒
の
呼
び
か
け

は
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、防
災
行
政
無

線
、緊
急
速
報
メ
ー
ル
、ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
、Y
a
h
o
o
!
防
災
ア
プ
リ（
７
㌻

に
関
連
記
事
）、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、広
報
車
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
手
段
で
伝
達
し
ま
す
。防
災
行
政

無
線
の
放
送
が
聞
き
取
れ
な
っ
た
場
合
な
ど
に

電
話
で
確
認
で
き
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
62
・

7
4
0
0
）も
平
成
27
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、災
害
の
リ
ス
ク
を
事
前
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、多
く
の
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。平
成
26
年
に
全
戸
配
布
し
た「
防
災

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」、由
良
川
や
市
内
15
の
浸
水
想

定
対
象
河
川
を
示
し
た「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」、地
域
の
危
険
度
や
揺
れ
や
す
さ
を
マ
ッ
プ

で
示
し
た「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」、土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
区
域
ご
と
に
作
成
し

た「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」な
ど
、こ
れ
ら

の
防
災
情
報
を
積
極
的
に
収
集
し
、い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
の
備
え
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▪
原
子
力
災
害
へ
の
備
え

　

市
で
は
、万
が
一
、原
子
力
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
た
防
災
対
策
も
整
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
に
全
面
改
正
し
た「
舞
鶴
市
原
子

力
災
害
住
民
避
難
計
画
」に
つ
い
て
、市
民
の
皆

さ
ん
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、避

難
先
や
避
難
方
法
な
ど
を
小
学
校
区
ご
と
に
ま

と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
舞
鶴
市
原
子
力
災
害

住
民
避
難
計
画（
概
要
版
）」を
作
成
し
、今
年

5
月
に
自
治
会
長
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布
し

ま
し
た
。そ
の
避
難
計
画
の
実
効
性
を
よ
り
高

め
る
た
め
に
、平
成
25
年
度
か
ら
は
毎
年
度
、原

子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、原
子
力
災
害
時
に
甲
状
腺
被
ば
く
を

防
ぐ
た
め
に
、原
子
力
発
電
所
か
ら
お
お
む
ね

５
㌔
㍍
以
内
の
地
域（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）の
住
民
に
は
安

定
ヨ
ウ
素
剤
を
事
前
配
布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

5
㌔
㍍
か
ら
お
よ
そ
30
㌔
㍍
の
地
域（
U
P
Z
）

に
は
緊
急
時
に
即
時
に
配
布
す
る
た
め
、市
内

32
か
所
に
、安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
備
蓄
し
て
い
ま

す
。安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、服
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

重
要
で
あ
り
、指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
適
切
な

量
を
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
と
府
は
、関
西
電
力
株
式
会
社
と
高
浜
発

電
所
に
続
き
、8
月
17
日
に「
大
飯
発
電
所
に
係

る
舞
鶴
市
域
の
安
全
確
保
に
関
す
る
通
報
連
絡

等
協
定
書
」を
締
結（
６
㌻
に
関
連
記
事
）。こ
れ

に
よ
り
関
西
電
力
か
ら
の
通
報
・
連
絡
体
制
を

整
え
ま
し
た
。さ
ら
に
、同
日
、京
都
府
と
大
飯

発
電
所
の
32
・
5
㌔
㍍
圏
内
に
位
置
す
る
5
市

町（
舞
鶴
市
、綾
部
市
、南
丹
市
、京
都
市
、京
丹

波
町
）で「
大
飯
発
電
所
に
係
る
安
全
確
保
等
に

関
す
る
確
認
書
」を
締
結
。「
地
域
協
議
会
」を

設
置
し
、原
子
力
防
災
の
情
報
共
有
と
広
域
連

携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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災
害
か
ら

命
を
守
る
た
め
に

シ
リ
ー
ズ 

市
政
の
﹁
今
﹂。
今
回
は
、
台
風
や
地
震
・

津
波
な
ど
の
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
情
報
発
信
や

原
子
力
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
中
心
に

お
伝
え
し
ま
す
。

シリーズ

※各地域のハザードマップやリーフ
レットなどは、市のホームページでも閲
覧・ダウンロードができます。

種類 市からの呼びかけ例 市民の皆さんが
とるべき行動

避難準備
高齢者等避難開始

❖ ○○川が増水しています
❖ 避難の準備をしてください
❖ 体の不自由な人・高齢者などは
　 避難を始めてください

◇避難の準備
◇高齢者など避難に
　時間を要する人は
　避難を開始

避難勧告
❖土砂災害が発生する恐れがあります
❖ 避難所へ避難を始めてください

◇避難を開始

避難指示（緊急）
❖ ○○川が氾濫する危険があります
❖ 避難所へただちに避難してください

◇ただちに避難
◇緊急に命を守る
　行動を

【表】市から発表する避難情報

❖ 避難勧告や避難指示（緊急）が出された場合は、警察や消防、消防団の指示に従って行動してく
ださい。もし、避難路が浸水していたり、夜間など避難するのに危険な場合は、状況に応じて建物の２
階以上や隣近所へ避難するなど、安全確保に必要な行動をとってください。

❖ 避難にあたっては、自分の身は自分で守る「自助」、家族の命は家族で守る・自分たちの地域は自
分で守る「共助」を基本とし、隣近所で声を掛け合い助け合うなど、早め早めの対応をお願いします。

①舞鶴市防災ガイドブック「災害を生き抜く」
②洪水ハザードマップ
③地震ハザードマップ（揺れやすさマップ、地域危険度マップ）
④舞鶴市土砂災害ハザードマップ
⑤舞鶴市原子力災害住民避難計画（概要版）

②

③

①

⑤ ④

刊行物の例


